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水
郷
地
帯
の
ヨ
シ
刈
り
体
験
に
心
地
よ
い
汗

　国の重要文化的景観に指定されている近江八幡の水郷地帯のヨシを守ろうと、2 月 6 日、

円山町のヨシ地で、地元の自主活動団体「まるやまの自然と文化を守る会」と「ヨシネッ
トワーク」の共催によるヨシ刈り体験が実施され、約 40 人の市民らが作業に汗を流しま
した。昨年に続き 2 回目の取り組みで、晴天に恵まれた中、参加者は準備された鎌で手際
よく刈り取ったヨシを円

えんすい

錐状に「丸立て」にして、全員で記念写真におさまっていました。
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小中学校の児童生徒に1人 1台

情報端末を使った 授業がスタート

金田小学校

では…

学習を深めるツールの一つとして、 いつも身近にあるものに

手
書
き
チ
ラ
シ

な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
情
報
発

信
力
を
高
め
る

学
習
に
活
用

問 学校教育課　 (36)5538・ (32)3352

八幡中学校

では…

　

八
幡
中
学
校
で
は
、３
年
生
の
「
公
民
」

の
授
業
を
訪
問
。
授
業
の
前
半
の
学
習

テ
ー
マ
は
「
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
」。

生
徒
た
ち
は
、
教
科
書
や
電
子
黒
板
に
加

え
、
情
報
端
末
の
検
索
サ
イ
ト
な
ど
を

使
っ
て
学
習
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

授
業
後
半
は
、「
株
式
学
習
ゲ
ー
ム
」（
日

本
証
券
業
協
会
・
東
京
証
券
取
引
所
提
供
）

に
３
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
は
株
式
自
体
や

株
式
投
資
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
の
で
は

な
く
、
仮
想
所
持
金
を
も
と
に
株
式
の
模

擬
売
買
を
通
じ
て
、
株
価
変
動
の
背
景
と

な
っ
て
い
る
現
実
の
経
済
・
社
会
の
動
き

に
生
徒
た
ち
の
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
材
。

　

担
当
の
小
林
美
希
教
諭
は
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
が
入
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

以
前
か
ら
授
業
で
取
り
上
げ
る
準
備
を
し

て
い
ま
し
た
。
検
索
サ
イ
ト
を
使
っ
て
調

べ
る
こ
と
に
加
え
、
マ
ス
ク
製
造
会
社
や

製
薬
会
社
の
株
価
の
変
動
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
社
会
情
勢
が
経
済
に
ど
の
よ
う
に
影
響

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
授
業
で
学
ぶ

こ
と
が
、
現
実
の
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
授
業
が
終
わ
っ
た
後
も
自
ら
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
の
姿
を
み
る
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
が
生
徒
の

意
欲
を
高
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
市
で
の
整
備
の
経
過
と
今
後
の
目
標

　

市
で
は
、
本
年
度
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
整
備
し
、
小
学
校
で
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
（
画
面
に
直
接
指
や
専
用
の
ペ
ン

で
タ
ッ
チ
し
て
操
作
で
き
る
板
状
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
端
末
）、
中
学
校
で
は
折
り
た

た
み
式
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
合
計
約

７
千
台
の
情
報
端
末
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
に
向
け
て
、
市
で
は
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
推
進
リ
ー
ダ
ー
部
会
」
を
設
置
し
、

各
小
中
学
校
の
教
員
が
集
ま
り
、
活
用
方

法
や
整
備
後
の
留
意
点
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
読
み
解
き
、
論
理
的
・
創
造
的
に

思
考
す
る
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
見
つ

け
、
協
働
し
て
解
決
す
る
力
な
ど
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
授
業
の
中
で
１
人
１

台
の
情
報
端
末
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
に
つ
い
て
も
研
修
な
ど
を

通
し
て
、
指
導
力
の
向
上
を
図
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
意
欲
的
に
学
び
、
効
果
的
に
力
が
つ
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

株
式
学
習
ゲ
ー

ム
で
コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
・
社
会

を
肌
で
学
ぶ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は　

　

１
人
１
台
の
情
報
端
末
と
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体

的
に
整
備
し
、
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
を
含
め
、
多
様
な
子

ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と

な
く
、
個
人
の
資
質
・
能
力
が
一
層

確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
環
境
の
実

現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
す
。

左写真 / 電子黒板も活用しながら情報端末
で学習、右上写真 / 株式学習ゲームに取り
組む生徒、右下写真 / 情報端末の保管庫・
深夜電力を利用して翌日の授業に備え充電
できる（八幡中）

　市では、国が推進する GIGA スクール構想の実現に向け、令和２年度中に

市立小中学校のすべての児童生徒に 1 人 1 台の情報端末が使える環境を整備

し、実際に活用した授業が始まっています。情報端末は、今後、鉛筆やノー

トなどと同様に子どもたちにとって不可欠なツール（道具）となることで、

より質の高い教育活動の展開が期待されます。そこで今回は、学校現場を訪

問しながら、情報端末を使った授業を紹介します。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ
る
場
面
や
、

身
に
つ
け
る
コ
ツ
を
つ
か
み
や
す
く
す
る

場
面
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
表
現

し
た
り
す
る
場
面
な
ど
で
使
用
し
ま
す
。

・
情
報
端
末
を
使
っ
て
写
真
を
撮
り
、
記  

　

録
に
残
し
た
り
、
普
段
見
え
な
い
よ
う

　

な
小
さ
い
部
分
を
拡
大
し
た
り
し
ま
す
。

・
発
音
や
朗
読
、
書
写
、
運
動
、
演
奏
な   

　

ど
の
様
子
を
録
画
・
再
生
し
て
、
技
能   

　

の
習
得
や
向
上
に
使
い
ま
す
。

・
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
、
自
分
の
意
見

　

や
思
い
を
ま
と
め
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
多
様
な
表
現
方

　

法
を
活
用
し
た
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
情
報
端
末
に
教
員
が
課

　

題
や
資
料
を
配
付
し
た
り
、
取
り
組
ん  

　

だ
課
題
を
回
収
し
た
り
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
考
え
を
ま
と

め
る
場
面
や
、
仲
間
と
一
緒
に
レ
ポ
ー
ト

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
な
ど
を
制

作
し
た
り
す
る
場
面
で
使
用
し
ま
す
。

・
授
業
支
援
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ  

　

て
、
自
分
の
考
え
を
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ  

　

ス
の
中
で
共
有
し
ま
す
。

・
グ
ル
ー
プ
の
中
で
話
し
合
い
な
が
ら
、  

　

必
要
な
情
報
を
集
め
、
発
表
資
料
を
同  

　

時
に
編
集
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン  

　

し
ま
す
。

・
遠
隔
地
や
海
外
の
学
校
と
交
流
す
る
こ

　

と
で
、
異
な
る
考
え
や
文
化
に
ふ
れ
、  

　

多
様
な
も
の
の
見
方
を
身
に
つ
け
ま
す
。

  

授
業
で
の
活
用
例

▼
個
別
に
使
う
場
面

　いよいよ子どもたち１人に 1 台の情報端末が導入されました。
早速、目を輝かせながら操作している子どもたちを見ていると、ま
さに、子どもたちがデジタル時代に生まれ育ち、端末を使うのが当
たり前になっていることを痛感します。だからこそ、ICT 機器とう
まく付き合えるような約束やルールの学習とともに、このタブレッ
トが、学習を深めていくための多くのツール（道具）の一つとして、
いつでも身近にあるものにしていきたいと考えています。

金田小学校　村地信彦 校長
（ICT 教育推進リーダー部会 前部会長・現アドバイザー）

金
田
小
学
校
で
は
４
年
生
の
「
国
語
」

の
授
業
を
訪
問
。「
本
を
み
ん
な
に
す
す
め

よ
う
」
の
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
、
こ
れ
ま

で
読
ん
だ
本
の
中
で
友
達
に
読
ん
で
ほ
し

い
自
分
の
と
っ
て
お
き
の
本
を
紹
介
す
る

授
業
。
紹
介
の
た
め
に
タ
イ
ト
ル
や
作
者
、

薦
め
た
い
理
由
な
ど
を
入
れ
た
チ
ラ
シ
を

手
書
き
で
作
成
し
た
後
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で

読
み
込
み
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
し
ま
す
。

こ
の
日
の
授
業
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像

に
な
っ
た
ク
ラ
ス
全
員
の
紹
介
チ
ラ
シ
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
お
薦
め
の
理
由

な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
じ
っ
く
り
見
て
、

実
際
に
読
み
た
く
な
っ
た
本
を
２
冊
選
ん

で
い
ま
し
た
。
手
書
き
の
チ
ラ
シ
を
作
る

と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
要
素
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
い
う
デ
ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業

を
通
し
、
児
童
た
ち
は
情
報
発
信
す
る
力

を
高
め
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

上写真 / タブレット（情報端末）に文字を入力、下写真 / 板書
きの黒板や電子黒板も活用しながら進められる授業（金田小）

▼
協
働
で
学
び
を
深
め
る
場
面
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4 月 4 日 Q に元日本代表・坪井
慶介さんのサッカー教室を開催
します。
事前申込制。申込方法など詳しくは健康

ふれあい公園のホームページをご覧くだ

さい。

　健康ふれあい公園は、『子どもから高齢者までが利用できる健康増進のための運動公園』として、平成 29 年６月
にプール棟、その後屋根付き多目的広場、クラブハウスがオープンし、多くの皆さんにご利用いただいています。
この度、待望の「サッカー場」が完成します。民間のノウハウを活用して、経験豊富な専門知識を持った指定管理
者（アシックス・ビバ・オリックス共同体）が運営を行います。
　コートは JFA( 日本サッカー協会 ) 公認ロングパイル人工芝ピッチで一般コート 1 面、ジュニアコート 2 面、フッ
トサルコートは 4 面の利用が可能です。LED の夜間照明 6 基、テントシェルター付き観戦スタンドも備えています。
　利用開始は 4 月 1 日 T からです。皆さんのご利用をお待ちしています。

区分 金額 夜間照明

1 面利用
（一般コート）

平日 2,000 円
3,500 円

土日・祝日 3,000 円
1/2 面利用

（ジュニアコート）
平日 1,500 円

1,750 円
土日・祝日 2,250 円

1/4 面利用
（フットサルコート）

平日 1,000 円
1,000 円

土日・祝日 1,500 円
音響設備使用料 500 円

料金表 市内在住・在勤・在学者１時間あたりの利用料金

・�利用時間は 1 時間単位での貸出とし、用具          

の準備や後片付けも含みます。

・�利用者のうち、市内在住・在勤・在学者以

外が半数を超える場合は市外料金となりま

す。市外料金は健康ふれあい公園ホーム

ページをご覧ください。

利用方法
利用時間
午前 9 時から午後 9 時まで（日曜・祝日は午後７時まで )

予約方法
・�市内在住・在勤・在学者は利用月の前月の 1 日、市外在住者

は利用月の前月の 2 日 ( 閉館日の場合はその翌日 ) 以降に予
約できます。ただし、4 月の利用予約は市内 3 月 3 日 R、市
外 3 月 4 日 T から受け付けます。

・�プール棟の窓口で受け付けします。電話での受け付けはでき
ません。

利用時の注意事項

・スタッドが金属製のスパイクは利用できません。
・更衣はクラブハウスを利用してください。
・水分補給は指定場所のみとします（食事不可 )。
※詳しくは、健康ふれあい公園ホームページをご確認ください。

　市内のスポーツ少年団の子どもたちからは、「近くにサッカー場

ができてうれしいです。早くみんなで試合がしたいです」「綺麗な

コートで早く試合がしたいです！」「最高な場所で最高なサッカー

を最高な仲間としたい」など、オープンが待ち遠しいコメントをた

くさんいただきました。

施設案内

アクセス

20 ㎞以下の速度で
走行してください

環境エネルギーセンター

健康ふれあい公園

健康ふれあい公園 (37)0077・ (38)0006・  https://omi8man-kenkofureai.jp/

【運営に関すること】スポーツ推進課　 (33)6303・ (33)3124
【整備に関すること】公園課　 (36)5567・ (32)5032

問
申 問・

4/1

 子どもたちの声 

 オープニングイベント 
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毎月１日は人権を考える日

お気軽にご相談ください 3月の各種無料サポートガイド予要予約 電予 予約は電話のみ
　

近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）
TEL(36)5566・FAX(36)5553

い や や
消費者トラブルで困ったらご相談ください！

消費者ホットライン　１８８

相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談

 10日R  午後1時15分～ 5時
   (受付    2日E午前８時30分～）
 24日R  午後1時15分～ 5時
   (受付  16日E午前８時30分～）
  いずれも先着7人

 市役所２階　A会議室

人権・市民生活課
TEL(36)5566・(36)5881

※市役所代表電話(33)3111では
予約できません

司法書士相談  17日R  (受付 9日E午前８時30分～）
   午後１時30分～４時30分、先着６人

行政相談  11日T  午後１時30分～ 4時  総合支所　消防指令室 人権・市民生活課
TEL(36)5881・FAX(36)5553人権相談  11日T・25日T　午後1時～ 4時  市役所2階　A会議室

福祉暮らし仕事の相談  月～金曜　午前8時30分～午後5時  市役所2階　援護課窓口 福祉暮らし仕事相談室
TEL(36)5583・FAX(32)6518

職業相談

 9日E　午前9時30分～ 11時30分  八幡子どもセンター 商工労政課
TEL(36)5517・FAX(46)5320 9日E　午後1時30分～ 3時30分  八幡東子どもセンター

 月～金曜　午前８時30分～午後５時  ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL(33)8609

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）  26日Y　午後5時～ 8時  アクティ近江八幡 商工労政課

TEL(36)5517・FAX(46)5320

創業個別相談
 3月1日W　午前９時～午後８時  安土町商工会 商工労政課

TEL（36）5517・FAX（46）5320
近江八幡商工会議所　TEL(33)4141
安土町商工会　TEL(46)2389 4月5日W　午前９時～午後８時  近江八幡商工会議所

農業相談
 3月1日W・4月1日T

 　午前９時30分～ 11時30分
 総合支所　消防指令室 農業委員会

TEL(36)5520・FAX(46)5320

介護者のつどい
 19日Y　午後１時30分～ 3時
 *高齢のご家族を介護されている人が対象

 ひまわり館２階　研修室３ 長寿福祉課
TEL(31)3737・FAX(31)3738

教育相談
（市内在住の幼児・小・中
学生とその保護者対象）

 月～金曜　午前９時～午後４時30分  教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL(37)8877

保育人材バンク
『出張就職相談』

 19日Y

 　午前10時～正午、午後１時～４時
 滋賀マザーズジョブステーション
   （県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL077(516)9090

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL(36)1831

一日年金相談所  4月8日T　午前10時～午後４時  市役所4階  第1委員会室 草津年金事務所お客様相談室
TEL077(567)1311

心配ごと相談  月～金曜日の偶数日　午後１時～４時
 ひまわり館

近江八幡市社会福祉協議会
TEL(32)6111・FAX(36)6910福祉の困りごと相談  月～金曜日　午前8時30分～午後５時

退職男性のための
地域活動相談  8日W・22日W　午後１時～３時

 ひまわり館
近江八幡市社会福祉協議会
TEL(31)2677・FAX(36)6910ボランティア・

地域福祉活動相談  月～金曜　午前8時30分～午後５時

保護司相談  23日E　午後1時～ 4時  近江八幡・竜王更生保護サポ
 ートセンター（総合支所３階）

近江八幡・竜王更生保護サポート
センター　TEL(46)3141(内線345)

税務相談
 3月はありません　次回4月8日T

 　午前10時～午後４時
 （公社）近江八幡納税協会
 （近江八幡商工会議所2階）

（公社）近江八幡納税協会
TEL(33)4121・FAX(36)8415

相続等くらしの問題
行政書士無料相談  19日Y　午後１時30分～３時30分  滋賀中央信用金庫本店 県行政書士会湖東支部（江南事務所）

TEL(47)7517・FAX(47)8507

無料健康相談
 1日W・9日E・17日R・25日T 

 　午前９時～ 11時
 滋賀八幡病院 滋賀八幡病院

TEL(33)7101・FAX(32)7725

電予

電予

予

予

予

　トイレ修理や鍵の開錠などの出張
サービスを利用した際に「事前の説
明より代金が高額だった」「見積金
額が高かったので契約を断ったら出
張料を請求された」といった相談が
寄せられています。広告に「基本料
金〇〇円」や「〇〇円～」と表示さ
れていても、現場の状況次第では必
ずしも広告通りの金額で依頼できる
とは限りません。作業を依頼する前
に、広告金額での作業内容や、状況
によってどの程度料金がかかる可能
性があるのかを確認することが大切
です。見積もり料やキャンセル料の
有無も聞くようにしましょう。

【事例】

　トイレが詰まり、急いでイン
ターネットで修理業者を検索し
た。ホームページに「2,000
円～」と記載があった業者に電
話をかけ作業を依頼したとこ
ろ、現場を見た作業員から「新
しい便器に交換しなければなら
ない」と 50 万円の見積もりを
見せられた。トイレが使えない
と困ると思って契約し代金も支
払ったが、高額ではないか。

予

予

　　近江八幡市消防団 OFL 分団（危機管理課内）
　　 (33)4192・ (33)4193
問

Vol.12　万が一の災害が

トイレ修理の出張サービスで高額請求!?

起きたときの避難行動 （水関係）

　市では、毎日1日を「人権を考える日」としています。誰もが幸せで安心して暮らせる「住んでよかった」と思える、明るく住み
よいまちづくりの一歩として、自分たちで何ができるかを考えるなど、毎月1回は家庭・地域・学校・職場などで人権を話題にし
ましょう。

　トクする防災では、イザ！というときに役に立つ情報
や手軽に取り組めるヒントを１年間ご紹介してきました。
今回は、日常生活に大切な水についてお知らせします。  
　災害が起こると上下水道の復旧に日数がかかる場合が
あります。例えば、阪神淡路大震災では上水道は約 90
日後に復旧、下水道は 93 日後に仮復旧、熊本地震では
上水道は約 20 日後、下水道は約 10 日後に復旧しました。
復旧に要する期間は被災の程度によって異なりますが、
水を効率よく使うために必要なことを考えましょう。

第１問　大人ひとりが１日に必要な飲料水の量は？

　①２ℓ　②３ℓ　③４ℓ

第 2 問　災害時に貴重な水は、いかに効率よく使うかが

重要です。節水に役に立つ道具は？

　①ラップ　②ウエットティッシュ　③バケツ

第 3 問　上下水道の復旧の目途が立たないときに、トイ

レはどうする？

　①非常用トイレを使う　②我慢する　③自分で作る

第 1 問の答え　② 3 ℓ
　飲み水は思っている以上に必要です。最低でも「１人３ℓ×家
族分×必要日数分」を備蓄しましょう。
　ただし、重量があるので非常時に持ち出す場合は１人最低２
ℓです。

第 2 問の答え　全て正解です　
　食器にラップをかぶせてから食べ物を乗せると、ラップを交
換するだけで食器を洗う水を節約できます。また、ウエット
ティッシュで汚れた皿や箸などを拭くこともできます。水を効
率的に使うため、節水に役立つ道具も備えておきましょう。

第 3 問の答え　①非常用トイレを使う・③自分で作る　
　トイレを我慢すると、便秘やぼうこう炎のほか、トイレの回
数を少なくするために水分を取る量を減らすことで脱水症状な
ど様々な症状が起こります。簡易トイレは 1 人 5 個×家族分×
必要日数分を備蓄しておきましょう。被災時はトイレ問題が切
実ですので、多めに準備しておくと安心です。また、新聞紙、
ゴミ袋、消臭剤があれば、自分で作ることもできます。便器に
ゴミ袋（45 ℓ）を２重にかぶせ、くしゃくしゃにした新聞紙を
ゴミ袋の中に入れます。用を足した後、内側のゴミ袋を取り出し、
空気を抜いて口を縛って捨てます。

 修理を急ぐあまり契約内容を十
分に検討しないまま契約するとト
ラブルにつながります。必ず複数
社から見積もりを取り、慎重に業
者を選びましょう。急を要するト
ラブルの際は焦って冷静な判断が
できなくなる可能性があります。
トラブルが起こった時の初期対応
や信頼できる事業者について、事
前に情報を集めておくと良いで
しょう。
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…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 

Ｉ
Ｄ
番
号

市庁舎整備推進室
（36）5577・ （32）2695・ 13461

問

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

 

（
36
）１
７
７
１
・
（
34
）６
６
１
２
・

１
７
３
９
０

４
月
１
日
以
降 

接
種
開
始
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

接
種
開
始
時
期　
４
月
１
日
以
降（
予
定
）

接
種
対
象
者

　

近
江
八
幡
市
民
で
接
種
を
希
望
す
る
人

に
、
一
定
間
隔
を
空
け
て
計
２
回
、
無
料

で
接
種
し
ま
す
。

接
種
順
位

　

次
の
と
お
り
、
国
の
示
す
接
種
順
位
に

従
っ
て
進
め
ま
す（
接
種
は
努
力
義
務
）。

①
医
療
従
事
者

②�

65
歳
以
上
の
高
齢
者（
昭
和
32
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

③�

右
記
②
の
人
以
外
で
基
礎
疾
患
を
有
す

る
人
や
高
齢
者
施
設
な
ど
で
従
事
さ
れ

て
い
る
人

④�

右
記
①
～
③
以
外
で
16
歳
以
上
の
人

※�

た
だ
し
、
妊
婦
は
接
種
の
努
力
義
務
の

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

接
種
場
所

　

次
の
集
団
接
種
会
場
ま
た
は
医
療
機
関

で
接
種
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

【
集
団
接
種
会
場
】

・
近
江
八
幡
休
日
急
患
診
療
所（
出
町
）

・�

あ
づ
ち
マ
リ
エ
ー
ト
体
育
館（
安
土
町

桑
実
寺
）

【
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
】

・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院（
北
之
庄
町
）

※�

原
則
、居
住
地（
住
民
票
所
在
地
）の
自
治

体
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

他
市
の
病
院
や
施
設
な
ど
に
長
期
入
院

や
入
所
し
て
い
る
人
な
ど
で
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
る
場
合
に
は
、
例
外

的
に
住
民
票
所
在
地
以
外
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

高
齢
者
へ
の
接
種
は
、
高
齢
者
施
設
入

所
者
に
は
そ
の
施
設
で
、
在
宅
の
要
介

護
者
な
ど
は
巡
回
接
種
な
ど
の
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

接
種
予
約
方
法

　

準
備
が
整
い
次
第
、
接
種
に
関
す
る
案

内
や
接
種
券
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。
郵
送

は
、３
月
中
旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
の
予
約
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
専
用
サ
イ
ト
ま

た
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�

３
月
上
旬
～
中
旬
開
設
予
定
。
開
設
さ

れ
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
（
66
）６
５
３
８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
専
用
サ
イ
ト

　

次
の
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
下
記
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

【
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
で
の

  

接
種
の
予
約
】

　

病
院
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
が
不
安
な
人
は
事
前
に

か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談
を

　

現
在
、
何
ら
か
の
病
気
で
治
療
中
の
人

や
、体
調
な
ど
に
不
安
が
あ
り
、接
種
が
不

安
な
人
は
、事
前
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど

に
相
談
し
て
か
ら
予
約
を
し
、接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　

接
種
会
場
で
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
、

多
く
の
人
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
会
場
で
の
接

種
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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巡回日時と場所（４月～５月上旬）

日時 場所

４月 16 日 Y 正午～午後１時
市役所臨時駐車場

（近江八幡商工会議所北隣）

５月７日 Y

午前 10 時 30 分～午前 11 時 岡山コミュニティセンター

午前 11 時 30 分～正午 北里コミュニティセンター

午後１時 10 分～午後１時 40 分 島コミュニティセンター

※５月中旬以降の巡回場所・時間は、本紙または図書館ホームページでお知らせします。

巡回場所
○市内各コミュニティセンター
　（八幡・沖島を除く）
○サン・ビレッジ近江八幡
○市役所臨時駐車場（近江八幡商工会議所北隣）
○�八幡東中学校、八幡西中学校、老蘇小学校、北里小学校、

馬淵小学校、武佐小学校、老蘇こども園、北里幼稚園、
馬淵幼稚園、武佐こども園（通学児童・生徒のみ利用可。
巡回日時は、学校・園を通じてお知らせします）

移動図書館車は
（一財）財団法人自治総合センターの

助成金を受けています。

移動図書館車のお披露目式
日時　４月４日 Q　午前９時 40 分～
場所　近江八幡図書館　駐車場内

運行前の車をご覧いただけます。
※図書の貸出はできません。

　４月からいよいよ移動図書館車の巡回
が始まります。皆さんのまちに楽しい図
書を届けます。ぜひご利用ください。

問

　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けている事
業者や市民の皆さんへのさらなる支援を目的として、地域経済
応援クーポン事業（第 2 弾）を実施しています。

発行単位
　１人あたり１セット3,000円（500円×６枚）
利用条件
　税込1,000円以上の買い物につき1,000円毎に
　500円クーポン券１枚が利用可能
　　※一部対象外となる物品やサービスがあります。
配布対象者
　令和２年 12 月１日時点で、本市の住民基本台帳に
　記載されている人

市民生活・産業支援室　 0570（038）999（ナビダイヤル）

（36）5589（直通）・ （32）2695・ 15414

　

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
３
月
と
４

月
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
の
届
出
が
集
中

し
、
窓
口
が
大
変
混
み
あ
い
ま
す
。
混
雑

緩
和
の
た
め
、
窓
口
業
務
を
日
曜
日
に
一

部
開
庁
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
市
町
に
確
認
が
必
要
な
場
合

な
ど
、
手
続
き
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
当

日
手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
窓
口

日
時　
上
記
の
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
窓
口

利
用
方
法　
両
日
と
も
、
午
前
中
の
み
予

約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
け
取
り
の

予
約
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に
予
約

専
用
電
話
（

（
36
）
５
５
６
０
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
当
日
の
予
約
は
不
可
）。

予
約
の
な
い
人
は
、
当
日
の
受
付
番
号
順

に
手
続
き
し
ま
す
。

※�

午
前
中
の
手
続
き
は
予
約
優
先
の
た

め
、
お
呼
び
す
る
ま
で
の
待
ち
時
間
が

長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開庁する窓口と取扱業務

市民課
  (36)5500・ (33)1717

住民異動届（転入・転出・転居）、印鑑登録、住民票・
印鑑証明書・戸籍謄（抄）本などの証明発行、マイ
ナンバーカードの受け取り・電子証明書の更新・
申請サポートなど

保険年金課
  (36)5501・ (33)1717

国民健康保険証・福祉医療費受給券・
子ども医療費受給券の再交付

税務課
  (36)5505(市民税)・5506（固定資産税）
  (33)3670

税務証明書の交付

収納・債権対策課
  (36)5504・ (33)3670

納税相談

子ども支援課
  (36)5562・ (32)6518

児童手当の手続き

水道事業所お客様センター
  (36)5548

上下水道料金の支払い、開栓・閉栓の受付

開
庁
日
時
・
窓
口

３
月

28
日
Q
、

４
月
４
日
Q

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※�

本
人
確
認
書
類
な
ど
手
続
き
に
必
要
な
書
類

を
必
ず
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
到
来

窓
口
を
休
日
に
開
庁
し
ま
す

１
２
７
０
７

　マイナンバーカードを使って予約・申し込みをし、選んだ
キャッシュレス決済サービスでチャージやお買い物をすると、
そのサービスでのご利用金額の 25％分のポイント（一人あた
り最大５千円分）がもらえます。
　この度、マイナポイントの対象期間が９月 30 日まで延長さ
れました。手続きがお済みで、まだポイントをもらっていない
人は、引き続き対象となりますので、ご活用ください。マイナ
ポイントの利用手続きには期限があります。お早めに手続きく
ださい。

　マイナンバーカードの交付申請は、申請用の二次元コードを
お持ちであればスマートフォンから簡単に手続きができます

（初回の交付は無料です）。
※マイナポイントの利用には、交付申請を３月 31
日 R までに行う必要があります。お早めに手続きく
ださい。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　スマートフォンなどのマイナンバーカードが読
み取れる機器をお持ちの場合は、左記ホームペー
ジから予約・申し込みできます。また、市役所本
庁舎１階特設会場などに予約・申込専用端末があ

りますので、ご活用ください。

　選んだキャッシュレス決済サービスでチャージ
やお買い物をすると、利用金額の 25％（最大５千
円）分のポイントがもらえます。マイナポイント
の付与方法など、詳しくは、マイナポイントホー
ムページをご覧ください。

【マイナポイント事業に関すること】
情報政策課　 (33)3111（代表）・ 17160

【マイナンバーカードの申請に関すること】
市民課　 (36)5500・ 10872

問・申

近江八幡図書館　 (32)4090

４月から運行開始
移動図書館車をご利用ください
問
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本
事
業
に
賛
同
い
た
だ
け
る
協
賛
事
業
所
や
協
賛
者
、
イ

ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安土未来づくり課　 (46)3141

安
土
未
来
づ
く
り
課　

（
46
）３
１
４
１

展示期間　3 月 31 日 R まで　
　　　　　午前 9 時～午後 5 時

場所　JR 安土駅前観光案内所

　インスタグラムで募集しました安土・老蘇地域で行われてい
るイベントや風景写真の応募作品の中から、最優秀賞・準優秀
賞をはじめ入賞作品を展示します。ぜひ安土・老蘇の風景をご
覧ください。

2020 あづち・おいそ秋祭り
フォトコンテスト作品を展示します

最優秀賞　 笹山透さん（安土町常楽寺） 準優秀賞　山口千夏さん（彦根市）

問

問

申
問
・

　

み
ん
な
が
大
好
き
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

そ
の
甘
く
て
お
い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

原
料
の
カ
カ
オ
豆
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
作

っ
て
い
る
か
知
っ
て
る
？
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
を
し
な
が
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
裏
側
を

学
び
、
社
会
・
環
境
へ
配
慮
し
た
エ
シ
カ

ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
無
料

日
時　
３
月
31
日
R　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
よ
く

わ
か
ら
な
い
し
、自
分
に
は
関
係
な
い
？
」

と
思
っ
て
い
る
大
人
の
あ
な
た
。未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
地
球
上
で
生
き
て

い
く
た
め
に
、大
人
の
私
た
ち
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の

で
す
。　

参
加
無
料

日
時　
３
月
28
日
Q　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
館
１
階
ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く
学
ぼ
う

消
費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
36
）５
５
６
６
・

（
36
）５
５
５
３

shohi@
city.om

ihachim
an.lg.jp

場
所　
ひ
ま
わ
り
館
２
階　

研
修
室
な
ど

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生（
１

～
４
年
生
は
保
護
者
の
付
き
添
い
要
）

講
師　
雪
す
ず
き
美
保
子
さ
ん（
消
費
者
市
民
教

育
研
究
会
）

定
員　
15
人

申
込
方
法　
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、学

校
名
・
学
年
を
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
３
月
19
日
Y

講
師　
風
か
お
る
さ
ん（2

0
3

0
S

D
G

s

公
認
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、有
限
会
社

G
A

IA
 C

om
m

unity

代
表
取
締
役
社
長
）

定
員　
30
人

※
託
児
あ
り（
未
就
学
児
）10
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
職

業
・
参
加
人
数
、託
児
利
用
の
場
合
は
子
ど

も
の
名
前
・
人
数
・
年
齢
な
ど
を
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
３
月
15
日
W

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
編

「
作
っ
て
み
よ
う　
エ
シ
カ
ル
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

大
人
編

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

～
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
ろ
う
～
」
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問 健康推進課　 （33）4252・ （34）6612・ 7129

３月は自殺対策月間です

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、さまざま
な悩みを抱える人が増加していると考えられます。自殺の
背景にはうつ病などの「こころの病気」が影響しているこ
とが少なくありません。今まで以上にご自身や周囲の人の

「こころのサイン」に関心を持ち、「こころの変調」や「自
殺のきざし」に気づけるようにしましょう。

　介護保険の被保険者は、65 歳以上の人（第１号被保険者）と、40 歳～ 64 歳の医療保険加入者（第２号被保険
者）に分かれています。40 歳～ 64 歳は、健康保険料の中に介護保険料も含まれていますが、65 歳からは健康
保険料と介護保険料は別々にお支払いいただくことになります。65 歳以上の人の納め方は、下表のとおり、納
付書または口座振替による納付（普通徴収）と年金からの天引き（特別徴収）の２種類があります。

窓口 電話番号 受付日・時間

市健康推進課 月～金曜日
8:30～17:15東近江保健所

県立精神保健福祉センター
月～金曜日（面接
は要予約）
9:00 ～ 16:00

滋賀いのちの電話 金～日曜日
10:00～22:00

自殺予防いのちの電話 毎月 10 日
8:00～翌日8:00

こころの電話相談
月～金曜日
10:00～12:00
13:00～21:00

※特に記載がない限り、祝日・年末年始を除く出典／うつ対策推進方策マニュアル（厚生労働省）
問 まちづくり協働課　 （36）5552・ （36）5553

Vol.12（最終回）

　犬の登録は生涯に１回、狂犬病予防注射は年１回、必ず受けてください。
　狂犬病予防法に基づき、犬を飼う場合は犬の登録をし、生後90日を過ぎた犬は毎年１回、狂犬病予防注射を受ける
ことが義務付けられています。
　会場では犬の登録をし、狂犬病予防注射を受けることができます（犬の登録のみは不可）。
　また、登録している犬が死亡した際には手続きが必要です。窓口または電話で所有者の氏名・電話番号、犬の名前を
お知らせください。

■持ち物
・�「犬の登録カード（愛犬カード）」（登録済みの場合）
・手数料　
　狂犬病予防注射のみ
　１頭3,500円
　犬の新規登録と予防注射
　１頭6,500円
　（うち、登録手数料3,000円）

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
集合注射を中止する場合があります。

　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

大切な愛犬のために
犬の登録と狂犬病予防注射を 65 歳以上の人の介護保険料について

問 問環境課　 （36）5509・ （36）5882・ 7316 介護保険課　 （33）3511・ （31）2037・ 6921

令和３年度　集合注射の日程

実施日 実施する地域

４月13日E 金田・桐原・馬淵学区の一部

４月21日R 八幡学区の一部、岡山学区

４月28日R 武佐学区、八幡・金田・桐原学区の一部

５月12日R 安土・老蘇学区

５月19日R 島・北里学区、沖島

５月27日T 各学区コミュニティセンター

※詳しい注射会場と実施時間は、本紙４月号、市ホームページでお知らせします。

　外国人に分かりやすいように配慮した「やさしい日本語」
を紹介するコーナーは、今月で最終回です。

まとめ
　やさしい日本語は、情報を伝えるための手段のひとつ。
　やさしい日本語に、正解はありません。
　なぜなら、相手によって、日本語能力や文化習慣、社会
などについての知識が異なるからです。相手にとって、必
要な情報は何かを考えながら、伝えることが大切です。

「やさしい日本語」参考情報
NHK NEWS WEB EASY やさしい日本語のニュース
https://www3.nhk.or.jp/news/easy/
　日本語に不慣れな人のために、わかりやすい日本語
で、ニュースを伝えています。
幼稚園・保育園の連絡帳を書こう！
外国出身保護者のための支援サイト
https://renrakucho.net/ruby/
　外国出身の保護者と幼稚園保育園の先生とのコミュ
ニケーションを支援することを目的にしています。
やさしい日本語有志の会
http://nihon5bousai.web.fc2.com/
　災害弱者となりやすい、外国人のための防災教育に
取り組んでいる団体です。
やさしい日本語ツーリズム研究会
https://yasashii-nihongo-tourism.jp/

地域の自治会などで
「やさしい日本語」を学んでみませんか？
講師派遣などの相談は（公財）近江八幡市国際協会まで。

(26)7092
omi8man-i-a@gaia.eonet.ne.jp

納付書または口座振替で納付（普通徴収） 年金から天引き（特別徴収）

対
象
者

　65 歳になられたばかりの人や他市町村から転入され
た人は、年金保険者（日本年金機構など）の準備が整う
までの 1 年程度は普通徴収となります。

※次の人は特別徴収ができません。
①年金が年額 18 万円未満の人②老齢福祉年金のみを受
給している人③年金を担保に融資を受けた人④年度の途
中で保険料段階が変更になった人⑤年金の支払が一時的
に停止された人⑥老齢基礎年金を繰り下げているため受
給していない人　など

　年額 18 万円以上の老齢・退職・障害・遺族年金の受
給者は、原則として、2 か月毎に支払われる年金から自
動的に差し引かれます。年金天引きが開始されるときに
は、特別徴収額を示した通知書が届きます。それまでは、
市から送付する納付書または口座振替で納付ください。
 
※�年度の途中で住民税の修正申告などにより保険料が増

額改定となった場合、差額分の金額は年金から差し引
かれません。納付書または口座振替でお納めください。

納
付
方
法

　市から送付される納付書で納付ください。年額の保険
料を７月から翌年 3 月までの９回に分けて納めていただ
きます。また、便利な口座振替も利用できます。

　年金の支払月に年金からあらかじめ差し引かれます。
手続きは不要で、ご自身で保険料を納めていただく必要
はありません。
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開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。

　　 6961

子育て応援ひろば
３ 月のイベント情報

八 八幡子どもセンター（火～土曜日）                          （32）6330

東 八幡東子どもセンター（火～土曜日）                      （37）2862

西 八幡西子どもセンター（火～土曜日）                      （33）0703

ク 子育て支援センター「クレヨン」（月～金曜日）    （36）7270

安  安土子育て支援センター（月・火・木・金曜日）     （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）               （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）         （32）3077

あ あいあいの家（火・水・金曜日）                        （31）2677

は はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）              （38）5623

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★赤色の字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントを中止する場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

28 1 2 3 4 5 6
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

あお話広場
　午前10時30分～

東食育のお話・子育て相
談・身体測定
　午前10時～（就学前まで）

西★歯科相談
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八ティータイム
　午前11時～

東★手形・足型デコ
　午前10時～（0歳児）

ほ・金★知育遊びカード
を作ろう！
　午前10時30分～

東★サッカー教室
　午後２時～（小学生）

7 8 9 10 11 12 13
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

八身体測定
　午前９時30分～（1歳以上児）

東★手形・足型デコ
　午前10時～（1歳～就学前）

西★人形劇鑑賞
　午前10時～

八★おひさま広場
（ミュージックケア）
　午前10時～（1歳児）

西★あかちゃん
こんにちは（ねぞうアート）
　午前10時～（3か月～1歳）

ク★子育て相談日
　午前９時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八★手作り立体メダ
ルを作ろう！
　午前10時30分～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・金フリートーク
　午前10時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

14 15 16 17 18 19 20㊗
クあそびの出前
　午前10時～（市民共生センター）

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

安★子育ち講座
「助産師さんと話そう」
　午前９時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

ク★おしゃべりサロン
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

21 22 23 24 25 26 27
安絵本のひろば
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

八★にこにこデー
　午前９時30分～、午前10時30
分～（0歳児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・八しゃべりば
　午前10時30分～

ク身体計測
　午前9時30分～午後1時30分～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

安子育て相談室
　午前10時～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

28 29 30 31 1 2 3

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

　ふるさと納税寄付金を活用して、子ども発達支援
センターに感覚統合遊具とセラピーマットを購入さ
せてていただきました。
　新しいセラピーマットになり、子どもたちが感覚
統合遊びをとても楽しんでいます。
　ふるさと納税にご協力いただいた皆さんの温かい
思いが、子どもたちの発達支援に大きく結びついた
ことに感謝しています。今後とも皆さんの温かいご
支援をよろしくお願いします。

　カンガルー広場は、メンバーの皆さんと一緒に活動を考
え、子育てについて互いに交流しながら、親も子も共に育ち
あう「広場」です。
日時　毎月第２・４金曜日(変更する場合があります)
午前10時～ 11時30分
第１回開催日と内容　５月14日Y　事業説明「親育ち・子
育ち応援広場事業ってなあに？」、自己紹介
対象　募集時に満１歳６か月から満３歳までの子どもとそ
の保護者、１年間の活動に参加できる親子
場所・定員・対象学区
〇八幡子どもセンター（10組程度）
　八幡・岡山・島（沖島含む）・金田・安土・老蘇学区
〇八幡西子どもセンター（６組程度）
　桐原・北里・馬淵・武佐学区
申込方法　各子どもセンターにある申込書に必要事項を記
入の上、提出してください。
申込期間　３月19日Y ～４月17日U(日祝・月曜日を除く)

　本市へのふるさと納税寄付金を活用して、運動公
園 ( 津田町 ) と安土文芸の郷公園 ( 安土町桑実寺 )
に新しく遊具が設置されます。３月 12 日 Y から利
用できます。楽しみにお待ちください。

問 発達支援課　 （31）3734・ （31）3480

問 子ども支援課　 （36）5524・ （32）6518

問・申 八幡子どもセンター　 ・ （32）6330
八幡西子どもセンター　 ・ （33）0703

広報おうみはちまん　2021.3.1 16広報おうみはちまん　2021.3.117
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は
、
定
額
保
険
料
の
月
額
１
６
５
４
０
円

（
令
和
２
年
度
）
に
上
乗
せ
し
て
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）　

２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数

問　

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

０
７
７
（
５
６
７
）２
２
２
０

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７

　

近
江
八
幡
市
緑
の
少
年
団
で
は
、
森
林

や
緑
を
守
り
育
て
る
活
動
を
通
し
て
、
人

や
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
春
に

甲
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
第
72
回
全
国
植
樹

祭
に
も
参
加
予
定
で
す
。
一
緒
に
楽
し
く

自
然
と
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か
。

活
動
日　

月
１
回
程
度（
主
に
第
２
土
曜

日
）

対　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

活
動
内
容　

野
外
で
の
自
然
学
習
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
緑
の
募
金
活
動
、
花
壇

の
清
掃
な
ど

￥　

年
会
費
１
２
０
０
円

締　

３
月
31
日
R

※�

緑
の
少
年
団
活
動
を
支
援
い
た
だ
け
る

緑
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
高
校
生
以
上
の
人
）
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

申
問
・
　

近
江
八
幡
市
緑
の
少
年
団

団
長
・
川
橋
さ
ん

・

（
37
）７
３
６
４

は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
セ
ン
タ
ー

０
３
（
５
８
２
９
）

６
７
７
３
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
バ
ッ
テ
リ
ー

　

取
扱
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
手
数
料
を
支

払
い
直
接
搬
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

・
自
動
車
な
ど
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

陸
運
局
な
ど
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、

手
続
き
を
代
行
す
る
事
業
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
市
の
ご

み
処
理
施
設
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

・
業
務
用
コ
ピ
ー
機
・
ト
ナ
ー

　

産
業
廃
棄
物
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
扱

店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
市
の
ご
み
処
理
施
設
に
は
出
せ
ま

せ
ん
。

１
１
２
６
１

問　

環
境
課

（
36
）５
５
０
９
・

（
36
）５
８
８
２

▼
国
民
年
金
の
種
類

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加

入
し
ま
す
。

・�

第
１
号
被
保
険
者
／
自
営
業
者
・
学
生

な
ど

・�

第
２
号
被
保
険
者
／
会
社
員
・
公
務
員

な
ど（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
）

・�

第
３
号
被
保
険
者
／
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

　

会
社
を
退
職
さ
れ
た
と
き
や
第
２
号
被

保
険
者
の
扶
養
を
外
れ
た
と
き
は
、
第
１

号
被
保
険
者
の
取
得
の
届
出
が
必
要
で

す
。

持
ち
物　

年
金
手
帳
、
本
人
確
認
書
類
、

退
職
日
ま
た
は
扶
養
を
外
れ
た
日
が
わ
か

る
書
類（
離
職
票
・
健
康
保
険
資
格
喪
失

証
明
書
な
ど
）、代
理
人
は
委
任
状

▼
任
意
加
入
制
度

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
や

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
、

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
本
人
の
申

出
に
よ
り
、
60
歳
以
降
も
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
、
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
は
原
則
、
口
座
振
替
で
の
納

付
に
な
り
ま
す
。
申
出
の
あ
っ
た
月
か
ら

始
ま
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

対　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
②
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
受

給
し
て
い
な
い
人
③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
保
険
料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月（
40

年
）
未
満
の
人
④
厚
生
年
金
保
険
・
共
済

組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
人

※�

年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
や
、海
外
に
住

む
日
本
人
で
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
も

加
入
で
き
ま
す
。

持
ち
物　

年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
金
融

機
関
の
届
出
印

▼
付
加
保
険
料

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
か
任
意
加

入
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
）

　

ご
み
の
処
分
方
法
は
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
処
分
費
用
な
ど
が
異

な
り
、
申
し
込
み
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

《
通
常
の
方
法
で
ご
み
を
出
す
場
合
》

・�

燃
え
る
ご
み
、燃
え
な
い
ご
み
、資
源
ご

み
は
計
画
的
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
。

・�

家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機)

は
、
商
品
を
購
入
し
た
販
売
店
に
処
分

を
依
頼
す
る
か
、
自
分
で
処
分
の
手
続

き
を
す
る
。

・
市
の
粗
大
ご
み
収
集
を
申
し
込
む
。

《
自
分
で
処
理
施
設
に
直
接
搬
入

  

す
る
場
合
》

・�

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬

入
す
る
。

・
最
終
処
分
場
に
直
接
搬
入
す
る
。

　

陶
器
類
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
レ
ン
ガ
・
瓦
・
土

な
ど
の
埋
め
立
て
ご
み
が
対
象
で
す
。

《�

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
へ

  

収
集
運
搬
を
依
頼
す
る
場
合
》

　

料
金
・
日
時
な
ど
は
直
接
許
可
業
者
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
４
７
０
９

▼�

ご
み
出
し
は　

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　

気
持
ち
よ
く

　

家
庭
か
ら
ル
ー
ル
の
守
ら
れ
て
い
な
い

ご
み
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
て

い
る
と
収
集
作
業
や
処
理
施
設
な
ど
に
支

障
が
出
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
利
用
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
次
の
ゴ
ミ
は
、

特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 / 期間

不
要
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
子
ど
も

支
援
課
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
３
年
３
月
１
日
時
点
で
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
は
、６
月
30
日
R

ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、３
月
分
の
手
当

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

申
問
・
　

子
ど
も
支
援
課

（
36
）５
５
６
２
・

（
32
）６
５
１
８

１
６
５
３
５
・
１
１
６
８
６

▼����

引
っ
越
し
ご
み　

早
め
に
手
を
付
け

　

ス
ッ
キ
リ
と

　

春
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
引
っ

越
し
を
す
る
際
に
は
、
身
の
回
り
の
も
の

を
整
理
し
、多
く
の
ご
み
が
発
生
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ご
み
の
適
切
な

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
リ
ユ
ー
ス(

再
使
用)  

～
も
の
を
繰
り
返
し
大
事
に
使
い
ま
し
ょ

う
～

・
不
用
品
を
使
っ
て
く
れ
る
人
に
ゆ
ず
る

　

ま
だ
着
ら
れ
る
衣
類
や
そ
の
ま
ま
使
え

る
布
類
は
家
族
や
知
人
な
ど
の
使
っ
て
く

れ
る
人
に
ゆ
ず
る
。

・�

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
・
古
着
屋
な
ど

を
活
用
す
る

　

不
用
品
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
捨
て
る
だ
け
の
も
の
を
お
金

に
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ご
み
の
出
し
方

　

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
が
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
る
よ
う
、
本
年
３
月
分
か

ら
見
直
し
ま
す
。

◆�

児
童
扶
養
手
当
と
調
整
す
る
障
害
基
礎

年
金
な
ど
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
の
額
と
障
害
年
金
の
子

の
加
算
部
分
の
額
と
の
差
額
を
児
童
扶
養

手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

※�

障
害
基
礎
年
金
以
外
の
公
的
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
人（
遺
族
年
金
・
老

齢
年
金
・
労
災
年
金
・
遺
族
補
償
な
ど

の
公
的
年
金
・
障
害
厚
生
年
金
３
級
の

み
を
受
給
し
て
い
る
人
）
は
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�

支
給
制
限
に
関
す
る
所
得
の
算
定
が
変

わ
り
ま
す

　

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

受
給
資
格
者
の
支
給
制
限
に
関
す
る「
所

得
」
に
非
課
税
公
的
年
金
給
付
な
ど（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
・
労
災
年
金
・
遺
族

補
償
な
ど
）が
含
ま
れ
ま
す
。

申　

既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
申
請

・
珪
藻
土
マ
ッ
ト
・
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど

　

埋
立
ご
み
で
す
の
で
最
終
処
分
場
に
直

接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い(

要
手
数
料)

。ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省

か
ら
発
表
の
あ
る
一
部
の
珪
藻
土
製
品
に

つ
い
て
ア
ス
ベ
ス
ト(

石
綿)

が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
の
で
、

最
終
処
分
場
へ
搬
入
の
際
に
は
袋
を
２
重

に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
製
品
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
対
象
製

品
の
回
収
な
ど
は
各
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池（
小
型
充
電
式

電
池
）

　

市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
市
役

所
、
総
合
支
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
使

用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入
し

て
く
だ
さ
い
。
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
使
用
製
品
が
、
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
や
処
分
の
過
程
で
可
燃

性
ご
み
や
破
砕
ご
み
に
ま
ぎ
れ
込
み
、
出

火
す
る
事
故
が
全
国
で
多
数
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

使
用
さ
れ
て
い
る
電
子
機
器
の
例（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ

ー
、ゲ
ー
ム
機
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、電

気
カ
ミ
ソ
リ
、
加
熱
式
た
ば
こ
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

・
消
火
器

　

消
火
器
の
処
分
は
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
販
売
代
理
店

な
ど
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
市
の
ご
み
処
理
施
設
に

ホームページ
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場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

７
８
０
９

▼
自
衛
官
候
補
生

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

常
時

試
験
日
程　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
予
備
自
衛
官
補（
①
一
般
・
②
技
能
）

対　

①
18
歳
以
上
34
歳
未
満
、
②
18
歳
以

上（
資
格
に
よ
り
36
歳
以
上
）55
歳
未
満

受
付
期
間　

４
月
９
日
Y
ま
で

試
験
日
程　

４
月
17
日
U
、
18
日
Q
の
い

ず
れ
か

今
月
の
税
・
料
の
納
付

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な のん 話

障がい福祉課　 （31）3711・ （31）3738問

  

１
月
19
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で
の
受
付
分

  

福
祉
基
金
に
と

  

光
友
易
学　

５
千
円

  

桐
原
学
区
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者

  　

２
万
６
千
円

  

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

  

匿
名　

２
千
円

（
納
付
期
限　

３
月
31
日
R
）

国
民
健
康
保
険
料
（
10
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
９
期
）

介
護
保
険
料
（
９
期
）

㊼

　

平
成
17
年
４
月
に
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の

路
線
が
廃
止
さ
れ

た
以
降
、本
市
と
竜

王
町
で
八
幡
竜
王

線（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
）を
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度（
令

和
元
年
10
月
１
日

～
令
和
２
年
９
月

30
日
）の
収
支
状
況

は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　

今
後
も
八
幡
竜
王
線（
近
江
八
幡
駅
南

口
～
竜
王
ダ
イ
ハ
ツ
前
）
を
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問　

交
通
政
策
課

（
36
）５
５
１
５
・

（
36
）５
５
５
３

日　

３
月
26
日y

　

午
前
９
時
～
正
午

場　

ひ
ま
わ
り
館　

相
談
室
１

対　

目
が
見
え
に
く
い
人
、
見
え
な
い
人

や
そ
の
ご
家
族

問　

近
江
八
幡
市
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会　

成な
り
さ
わ澤
さ
ん

０
９
０
（
１
１
３
９
）９
８
０
１

日　

３
月
20
日
D　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

※
少
雨
決
行
、荒
天
中
止

▼
一
般
幹
部
候
補
生

対　

22
歳
以
上
26
歳
未
満（
大
卒
）、28
歳

未
満（
院
卒
）

受
付
期
間　

３
月
１
日
W
～
４
月
28
日
R

試
験
日
程　

１
次
試
験
／
５
月
８
日
U
、

９
日
Q（
飛
行
要
員
の
み
）、２
次
試
験
／

６
月
中
旬
、
３
次
試
験
／
７
月
初
旬（
飛

行
要
員
の
み
）

▼
一
般
曹
候
補
生

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

３
月
１
日
W
～
５
月
11
日
E

試
験
日
程　

１
次
試
験
／
５
月
22
日
U
、

23
日
Q
、
２
次
試
験
／
６
月
19
日
U
、
20

日
Q
の
い
ず
れ
か

申
問
・
　

自
衛
隊
近
江
八
幡
地
域
事
務
所

（
33
）２
１
０
３

キム・スヒョン／著
岡崎暢子／訳  （ワニブックス）

梨木香歩／作
小沢さかえ／絵  (福音館書店)

『よんひゃくまんさいの
　  びわこさん』

『頑張りすぎずに、気楽に
　お互いが幸せに生きるための
　バランスを探して』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『そっくりこ』
中川ひろたか／文・村上康成／絵（ひかりのくに）

『きょうは おかねが ないひ』　　ケイト・ミルナー／さく
こでらあつこ／やく（合同出版）

『怪物園』　　　　　　　　　 junaida／著（福音館書店）

『彼方の光』
シェリー・ピアソル／作・斎藤倫子／訳（偕成社）

『なりきりマイケルのきかんしゃりょこう』
ルイス・スロボドキン／さく

こみやゆう／やく（出版ワークス）

図書館においでよ!
近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

3 月の休館日

　著者は韓国のイラストレーター・作家で、2016 年
に出版されたエッセイ『私は私のままで生きることに
した』は日本でもベストセラーとなりました。この本
は前作に続き、人との関わりが苦手で生きづらさを抱
えている人に向けて書かれています。日本と同様に韓
国も頑張ることが美徳とされ、他人の目を気にする風
潮があり、著者はそんな窮屈な社会のあり方に異議を
唱え、他者とのバランスをうまく保ちつつ、もっと気
楽に生きていこうと提案しています。人間であれば誰
しもぶつかる人間関係の悩みが少し軽くなる、そんな
1 冊です。ほんわかしたイラストも魅力的です。

　400 万年前に「わたし」はうまれました。きばの
長いぞうが「わたし」の耳元を歩き、ワニのしっぽが
ひざこぞうをなでていきます。やがて、「わたし」は
ハマヒルガオや魚たちとともに海をめざして北へ、西
へと動きますが、大きな山にはばまれてしまいます。
びわ湖をひとりの女の人にみたてて、びわ湖の長い歴
史とそこにすむいきものたちをイメージゆたかにえが
いた絵本です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

『新型コロナ自宅療養完全マニュアル』
岡田晴恵／著（実業之日本社）

『北条五代』（上・下）
火坂雅志 、伊東 潤／著（朝日新聞出版）

『ふつうでない時をふつうに生きる』
岸本葉子／著（中央公論新社）

両手２指を立て、こめかみ
の横あたりで交互に前後に
振る

下に向けた手の上に、もう
片方の手の小指側を付けて
のせ、前方にすべらせる

(

敬
称
略)

〈今月のおはなし会〉

近江八幡図書館は、蔵書
点検のため 3 月 8 日 W 

～ 15 日 W 休館します。

▼P

ペ
イ
ビ
ー

ayB

決
済
サ
ー
ビ
ス

▼ 

楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス

▼LIN
E P

ay

請
求
書
支
払
い
サ
ー
ビ
ス

▼P
ayP

ay

請
求
書
払
い
サ
ー
ビ
ス

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
か
ん
た
ん
決
済

１
３
４
８
８

１組だけの
ちいちゃいちいちゃい

おはなしメリーゴーランド

　対象　市内在住の 0 ～ 2 歳の親子

　開催日　3 月 17 日 R・19 日 Y・
　　24 日 R・25 日 T・26 日 Y

　時�間　午前 10 時 15 分～ ・
　　午前 10 時 45 分～　各回 15 分

　場所　近江八幡図書館

　定員　各回１組

　申�込方法　3 月 5 日 Y 午前 10 時
30 分から近江八幡図書館カウン
ターまたは電話で受け付けます。
先着順。

近江八幡おはなし研究会の
おはなし会

　対象　市内在住の 3 ～ 5 歳

　開催日　3 月 6 日 U

　時�間　午前 10 時 15 分～ ・
　　午前 10 時 40 分～・
　　午前 11 時 5 分～

　場所　近江八幡図書館

　定員　各回 3 組

　申�込方法　3 月 4 日 T 午前 10 時
30 分から近江八幡図書館カウン
ターまたは電話で受け付けます。
先着順。

　※�金田コミュニティセンターでのお
はなし会は、3 月 27 日 U に開催
します。

安土おはなし童話クラブの
おはなし会

　対象　市内在住の 3 ～ 5 歳・小学生

　開催日　3 月 20 日㈷

　時�間
　　3 ～ 5 歳　午前 10 時 10 分～ ・
　　　　　　　午前 10 時 30 分～
　　小学生　午前 11 時 10 分～・
　　　　　　午前 11 時 30 分～

　場所　安土図書館

　定員　各回 2 組

　申�込方法　3 月 4 日 T 午前 10 時
30 分から安土図書館カウンター
または電話で受け付けます。

　　先着順。

会社残業

近江八幡商工会議所女性会・岡山学区連合自治会が
コロナ禍の中で奮闘する総合医療センターに寄付

目
が
見
え
に
く
い
、見
え
な
い
人
の
相
談
会

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

収
支
状
況
を
報
告
し
ま
す

収支状況
科目 金額

経常収益（運送収入など） 20,978,317 円

経常費用（人件費・燃料費など） 31,081,452 円

経常損益 ▲ 10,103,135 円

　※ 4 月の「1 組だけのちいちゃいちいちゃいおはなしメリーゴーランド」はお休みします。

　収束の見通しのつかないコロナ禍のもとで、日夜奮闘する
総合医療センターの医療従事者のご苦労に感謝し少しでも役
に立ててもらえればと、設立 30 周年の節目を迎えた近江八
幡商工会議所女性会から 1 月 21 日に 30 万円、岡山学区連
合自治会から 2 月 12 日に 20 万円を寄付いただきました。
　同女性会は中止した周年大会の費用を、同連合自治会は中
止した事業の費用を、それぞれ寄付することに決められたも
のです。
　有効に活用させていただきます。
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広告

日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ

健康ふれあい公園      
TEL （37）0077・FAX （38）0006               
https://omi8man-kenkofureai.jp/              

　　２０２１　第16回
　近江八幡節句人形めぐり
町なみに装うひいなのほほえみ

　市内の商家などに伝わる節句人
形や小道具を展示しています。
日　3月21日Qまで
場　市立資料館（郷土資料館、歴
史民俗資料館、旧西川家住宅は3
月13日Uまで）、旧伴家住宅、かわ
らミュージアムほか旧市街地など
の24か所の商店、寺院など）
￥　市立資料館、旧伴家住宅、か
わらミュージアムは、いずれも入館
料が必要です。
※各施設、事業所も定休日や臨時
休業などあります。
  人形などの日焼けを避けるため
屋内での展示店もありますので、お
気軽にお声がけください。
問 　（一社）近江八幡観光物産協
会　 （32）7003

文化会館�   
TEL （33）８１１１・FAX （33）８１１２�

あづちマリエート�  

TEL （46）２６４５・FAX （46）３２３８�  

駐車場工事のお知らせ
   3月31日Rまで、電気設備工事のた
め文化会館南側の駐車場は駐車禁止
としています。また、この期間中、会館
への出入り口は正面玄関のみになって
います。ご不便をおかけしますが、ご理
解・ご協力をお願いします。

文芸セミナリヨ�

TEL （46）６５０７・FAX （46）６５１０                  

かわらミュージアム�

TEL （33）８５６７・FAX （33）８７２２�

ワンコインコンサート　シリーズ132
　赤ちゃん大歓迎の本格ホールコン
サート。今回はパイプオルガンと打楽
器の組み合わせでお届けします。

日　3月6日U　午前10時30分開演
　　（午前10時10分開場）
出　中路友恵（打楽器）、山田佳那子
   （打楽器）、城奈緒美（パイプオルガン）
￥　500円　※全席自由・保護者1人
につき膝上の乳幼児1人は無料

オルガン教室発表会２０２１
　文芸セミナリヨオルガン教室受講生
による発表会。バッハの曲や讃美歌な
どをパイプオルガンで演奏されます。
日　3月20日D　午後1時30分開演
　　　　　　　　　（午後1時開場）

令和３年度第1期（４～6月）プー
ル＆スタジオ教室の新規申込受付
を、3月1日㈪から開始します

近江の瓦に見る美を訪ねて
　

　

　県内の社寺や民家の鬼瓦や飾り瓦
には、さまざまな不思議な瓦が使用さ
れています。「近江の祭り研究所」代
表の辻村耕司さんが10年余をかけ
て撮影された写真の数々をかわらミ
ュージアムで収蔵している瓦などとと

出　文芸セミナリヨオルガン教室受講
生　23期生5人・24期生６人
入場無料・全席自由　※要整理券　　
　　
文芸の郷友の会　会員募集
　文芸の郷が主催するコンサートの
先行予約や、公演チケット（１公演に
つき２枚まで）、信長の館のショップ
商品、レストランのお食事代10％割
引のほか、さまざまな特典があります。
有効期間は４月１日から１年間。
￥　入会費500円、年会費1,200円
申　所定申込用紙に必要事項を記入
のうえ窓口まで申し込みください。

◎各教室にご参加の際は、必ず自宅で検温し
体調を確認してから、お越しください。

リズムに合わせてリトミック♪

日　3月4日T

０～１歳児／午前10時～10時45分
２～３歳児／午前11時～11時45分
￥　１回500円（親子１組）
申　電話で申し込みください。

シニア世代健康スクエア～健康教室～
  ゴムチューブの体操や脳トレーニン
グで健康を保ちましょう。
日　３月5日Y・３月19日Y

　　　午前10時～11時30分　

（観世流能楽師シテ方）
※経験者も応募可能です。　
申　お問い合わせのうえ、所定の申
込用紙を提出ください。
締   　6月30日R

体験は無料で参加できます。お気軽
にお問い合わせください。

多世代交流館
メリーゴーランド運行について
　

　
　３月から11月までの日曜と祝日の
午前10時から午後3時30分まで運行
します。
対　小学生以下のお子さん
￥ 　1回100円（付き添いもできま
す）

中路友恵 山田佳那子 城奈緒美

旧伴家住宅に展示中の市内最古といわ
れる西川庄六家に伝わるひな人形

○申し込みに必要なもの
　・個人登録カード（すぐに発行でき  
      ます。本人確認できるもの（住所
      記載）を持参ください）
　・受講料
　　プール 12,100円～13,230円
　　　　　　　　（全10回～11回）
      スタジオ  4,000円～11,000円
　　　                 （全  8回～10回）
 申込用紙に必要事項を記入の上、受
講料を添えて受付で申し込みください

（お子さんの兄弟姉妹以外の複数人
の申し込みはできません）。
施設開園時間　午前8時30分から
休館日　毎週月曜（祝日除く）
※申込受付は先着順です。定員満了
時点で受付を終了します。

講　土田政代さん（健康運動指導士）
対　50歳以上の人　　定　20人
￥　1回350円（保険料、用具代込み）
持　体育館シューズ・タオル・飲み物
申　電話で申し込みください。

ストレッチで姿勢改善
　

　体のバランスを保ちいきいき健康に！
日　3月17日R

　　　午前10時～11時30分
￥　1回600円　対   18歳以上の人
定　35人程度（先着順）
講　藤田マオさん
持　体育館シューズ・タオル・飲み物
申　電話で申し込みください。

能楽教室受講生募集

　能楽を始めたい人、謡と仕舞の基
礎を学びませんか。
日　月２回のお稽古（木曜日コース・
金曜日コース・土曜日コース）
時間についてはお問い合せください。
￥   月額：2,500円（高校・大学生）
　　　     3,500円（一般）
    市外の人はいずれも500円増
講　深野新次郎さん・深野貴彦さん

もに一堂に展示し江戸時代から栄え
た八幡瓦をはじめとした湖国の瓦の
魅力をお伝えします。
日　３月28日Qまで
　　　　午前９時～午後５時
　　　　（入館は午後4時30分まで）
　　休館日：月曜、祝祭日の翌日
￥　一般300円、小中学生200円

広告

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30 ～ 12:00
※日曜は 9：00 ～

※

祝日は休み

PM  4:30 ～ 7:00

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

センターより
とほ

３分

　フィラリア予防
　狂犬病予防注射
　 混 合 ワ ク チ ン
　 ノ ミ ダ ニ 予 防

広告

みかみ動物病院
近江八幡市江頭町４４３( パチンコ屋さん向かい )

◎しつけ、飼い方相談

TEL:0748-31-4712　木曜日、日曜午後休診
予約診察ご希望の方は、お電話にて受け付けております。

限りはありますが、当日でも予約可能です。

動物を初めて飼った、飼ったけど
困りごとが出てきた等、病気以
外でも、気軽にご相談ください。

（特に、子犬・子猫の時期のしつ
けは重要です）

東光寺（守山
市）の屋根の
天女の飾瓦を
見つめる辻村
さん
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日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講 講演・講師　持 持物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

広告

広告

白 鳥 メ デ ィ カ ル ゾ ー ン
②田原整形外科
　TEL(33)1780

③耳鼻咽喉科
　　坂口クリニック
　TEL(36)3341

④ともこどもクリニック
　TEL(33)5565

　TEL(43)1178
①白鳥 内科脳・神経

総合
広告

９
時
に
八
幡
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
に
あ
る
白

鳥
川
の
橋
付
近
に
集
合
く
だ
さ
い
。

問　

白
鳥
川
の
景
観
を
良
く
す
る
会
（
景

観
隊
）
吉
田
さ
ん 

（
36
）
８
４
５
７

近
江
八
幡
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

日　

４
月
17
日
U
　
午
前
９
時
15
分
開
会

場　

布
引
陸
上
競
技
場
（
東
近
江
市
芝
原
町
）

対　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
・
通
勤
す
る

小
学
生
以
上
の
人
（
オ
ー
プ
ン
参
加
も
可
能
）

※
小
学
生
（
参
加
無
料
）
は
市
内
在
住
者
に

限
り
ま
す
（
保
護
者
の
引
率
が
必
要
で
す
）。

申

問
・
　

近
江
八
幡
陸
上
競
技
協
会
事
務

局
・
安
田
さ
ん 

（
33
）
７
５
２
８

第
14
回
東
近
江
医
療
圏
が
ん
診
療
公
開
講
座

「
が
ん
診
療
の
今 

注
目
ト
ピ
ッ
ク
ス　

そ
の
２
」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
配
信
方
式
で
開
催
。
詳

し
く
は
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
や

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
受
講
無
料　

申
込
不
要　

（
動
画
配
信
は
３
月
26
日y

ま
で
）

内  

①
「
が
ん
薬
物
治
療
の
副
作
用
症
状
と

う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に
～
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
に
焦
点
を
あ
て
て
」・
小

倉
知
子
さ
ん
（
滋
賀
医
大
医
学
部
附
属
病
院

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
）

②
「
が
ん
治
療
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
の
重
要

性
」・
三
宅
真
理
子
さ
ん
（
東
近
江
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
医
師
）

③
「
こ
れ
か
ら
の
肺
が
ん
外
科
治
療
ー
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
肺
が
ん
手
術
を
中
心
に
ー
」・

花
岡
淳
さ
ん
（
滋
賀
医
大
医
学
部
附
属
病
院

呼
吸
器
外
科
診
療
科
長
）

問　

滋
賀
医
大
医
学
部
附
属
病
院
医
療
サ
ー

子
育
て
で
つ
な
が
ろ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
コ
ロ
ナ
禍
で
も
子
育
て
は
終
わ
ら
な
い
～

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
子
育
て
を
応
援
し
続
け
て

い
る
市
内
の
団
体
の
活
動
を
知
り
、
子
育
て
で

つ
な
が
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用
）

日　

３
月
４
日
T
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

対　

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
市
内
の
人

定　

30
人　

参
加
無
料
・
要
事
前
予
約

申　

下
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
、
ま
た
は
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
後

に
参
加
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー
ル
で
案
内
し
ま
す
。

締　

３
月
２
日e

申

問
・
　

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
31
）
２
６
７
７
・

（
36
）
６
９
１
０

び
わ
湖
水
鳥
観
察
会
～
冬
の
野
鳥
を

み
ん
な
で
観
察
し
よ
う
～

　
「
チ
ー
ム
む
べ
な
る
か
な
」
の
案
内
で
琵

琶
湖
畔
宮
ヶ
浜
の
ほ
と
り
を
歩
き
な
が
ら
水

鳥
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料

日　

３
月
６
日
U　

午
前
９
時　

休
暇
村

近
江
八
幡
西
館  

玄
関
前
集
合　

少
雨
決
行

午
前
11
時
頃
終
了
予
定　

対　

ど
な
た
で
も
参
加
可
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
く
だ
さ
い
）。

持　

お
持
ち
の
人
は
双
眼
鏡
・
図
鑑
な
ど

問　

山
口
さ
ん　

（
36
）
７
３
０
１

琵
琶
湖
文
化
館
の

『
博
物
誌
』

浮
城
万
華
鏡
の
世
界
へ
、
よ
う
こ
そ
！

　

開
館
60
周
年
を
迎
え
る
琵
琶
湖
博
物
館
の

多
彩
で
ユ
ニ
ー
ク
な
収
蔵
品
を
公
開
中
。

日　

３
月
21
日q

ま
で　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
（
月
曜
休
館
）

場　

県
立
安
土
城
考
古
博
物
館

￥　

大
人  

６
０
０
円
、
高
校
・
大
学
生

３
６
０
円
、
小
・
中
学
生
・
障
が
い
者
・
県

内
高
齢
者  

無
料

問　

同
博
物
館  

（
46
）
２
４
２
４

ヨ
シ
刈
り
体
験
参
加
者
募
集

　

西
の
湖
園
地
の
ヨ
シ
原
の
保
全
を
目
指
し
て

あ
な
た
も
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
少
雨
決
行

日　

３
月
11
日t

　

午
前
９
時　

ヴ
ォ
ー
リ

ズ
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
（
北
之
庄
町
）
集
合

持　

飲
み
物
、
雨
具
、
軍
手　

作
業
し
や

す
い
服
装
と
長
靴
で
参
加
を
。
参
加
無
料

問　
市
民
自
然
観
察
会 

（
33
）
１
６
６
７

第
10
回
記
念 

白
鳥
川
桜
ぼ
ん
ぼ
り

点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

白
鳥
川
沿
い
の
桜
並
木
に
今
年
も
子
ど

も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
描
い
た
「
桜
ぼ
ん
ぼ

り
」
を
点
灯
し
ま
す
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
奮
闘
さ
れ
る
医
療
従
事
者
へ
の
感
謝
の

思
い
を
込
め
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
前
の
土
田

大
橋
、
白
鳥
川
橋
付
近
に
青
色
の
特
別
ぼ
ん

ぼ
り
を
設
置
し
ま
す
。

日　

３
月
20
日
D　

午
後
５
時
に
ぼ
ん
ぼ

り
点
灯
（
午
後
４
時
30
分
か
ら
受
付
）

※
夜
間
の
点
灯
は
４
月
13
日
E
ま
で
午
後
６

時
～
９
時

場　
サ
ン
ロ
ー
ド  

白
鳥
川
橋
付
近

◎
ぼ
ん
ぼ
り
設
置
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

［
作
業
日
時
］
①
３
月
３
日
R
　
支
柱
立
て
、

②
３
月
10
日
R
　
配
線
取
り
付
け
、
③
３
月

17
日
R
　
ぼ
ん
ぼ
り
設
置　

い
ず
れ
も
午
前

ビ
ス
課 

０
７
７
（
５
４
８
）
３
６
２
５

 

０
７
７
（
５
４
８
）
２
８
１
５

ジ
ュ
ニ
ア
和
太
鼓
教
室
「
吉き

っ
ぽ
う
し

法
師
太

鼓
」
参
加
者
募
集

　

ベ
テ
ラ
ン
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
く
指
導
。

初
心
者
向
け
の
内
容
で
未
経
験
者
も
歓
迎
。

日　

毎
月 

第
２
・
４
土
曜　

午
前
10
時
15
分

～
11
時
45
分

場　

文
芸
の
郷
練
習
場(

安
土
町
桑
実
寺
）

対
・
定　

市
内
の
小
中
学
生
・
20
人
（
先
着
順
）

￥　
月
会
費  

１
５
０
０
円
、
入
会
費  

３
千
円

締　

４
月
５
日
W

問　
あ
づ
ち
信
長
出
陣
太
鼓

 

０
８
０
（
２
５
０
７
）
３
０
５
９

土
地
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

土
地
の
価
格
や
資
産
価
値
、
土
地
の
相
続

手
続
き
、
賃
貸
物
件
の
管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
不
動
産
鑑
定
士
・
税
理
士
・
弁
護

士
が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約

制
・
相
談
時
間
は
30
分
ま
で
）

日　

４
月
３
日
U　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

コ
ラ
ボ
し
が
21
（
大
津
市
打
出
浜
）

３
階
中
会
議
室

問　
（
公
社
）
滋
賀
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
大
津
市
中
央
三
丁
目
）

０
７
７
（
５
２
６
）
１
１
７
２

※
当
会
で
は
毎
月
（
４
月
・
10
月
を
除
く
）
第

３
水
曜
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
に
地
価
に

関
す
る
無
料
相
談
会
（
予
約
制
）
を
実
施
。

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

習
会
「
事
前
説
明
会
」

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
々
に
点
字
や
声

で
情
報
を
伝
え
る
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
講
習
会
を
開
講
す
る
に
先
立
ち
活

動
の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
習
会
の
受

講
申
込
書
は
事
前
説
明
会
の
参
加
者
に
の
み

配
布
（
受
講
に
は
選
考
が
あ
り
ま
す
）。

日　

４
月
８
日
T

［
午
前
の
部
］
午
前
10
時
10
分
～
正
午

［
午
後
の
部
］
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
彦
根

市
松
原
一
丁
目
）

定　
午
前
・
午
後
の
部
と
も
25
人
（
申
込
先
着
順
）

申　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
午
前
、
午
後

の
部
ど
ち
ら
に
参
加
す
る
か
を
連
絡
。
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
件
名
を
「
説
明
会
参
加
」
と
明
記
。

締　

４
月
６
日
E

申

問
・
　

県
立
視
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

０
７
４
９(

22)

７
９
０
１

０
７
４
９(

22)

７
８
９
０

shice2
@

sm
ile.ocn.ne.jp

国
税
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ
（
令
和

３
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験
）

○
申
込
受
付
期
間　

３
月
26
日
Y
～
４
月
７

日
R
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ

ス
【http://w

w
w

.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

】
※
申
し
込
み
は
、
原
則
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s://w

w
w

.n
ta

.

go.jp

）
の
「
採
用
情
報
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試
験
係
）

  

０
６
（
６
９
４
１
）
５
３
３
１

近
江
八
幡
税
務
署
総
務
課

（
33
）
３
２
４
１

警
察
官
（
大
卒
程
度
）
採
用
試
験

日　

第
１
次
試
験　

５
月
９
日
Q

場　

立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス

定　

男
性 

45
人
程
度
、
女
性 

８
人
程
度

対　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

４
年
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和
４
年
３
月

末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
男
女

締　

４
月
20
日
E

問　

滋
賀
県
警
察
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 

０
１
２
０
（
２
０
４
）
３
１
４

https://w
w

w
.pref.shig

a.lg.jp/

police/osirase/saiyou/104771.htm
l

交
通
遺
児
援
護
団
体
お
り
づ
る
会
を

ご
存
知
で
す
か

　

交
通
事
故
で
保
護
者
を
亡
く
し
た
県
内
在

住
の
お
子
さ
ん
（
０
歳
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
）

に
対
し
て
奨
学
金
や
新
入
学
給
付
金
な
ど
の

支
給（
返
済
義
務
な
し
）や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
厚
生
援
護
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
お
り
づ
る
会
事
務
局
（
県
道
路
保

全
課
内
）

０
７
７
（
５
２
８
）
３
６
８
２

相
続
・
税
金
の
個
別
無
料
相
談
会

日　

３
月
18
日
T　

午
前
９
時
～
10
時
、
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分  

（
各
時
間
帯
１
組
）

場　

北
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申　

予
約
先
着
順
・
マ
ス
ク
着
用
の
こ
と

申

問
・
　

税
理
士
・
三
崎
さ
ん

  

０
９
０
（
８
１
９
２
）
２
５
５
０

m
isakisny0123@

leto.eonet.ne.jp
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News Topics ま ち の
わ だ い

赤こんリポート                                               丸柱 真優佳リポーター

赤こんリポート                                                      馬場 利男リポーター

もぎたてイチゴに大満足

親子の居場所でほっこり

1 月 25 ～ 29 日

２月 13 日

赤こんリポート                                         　　        東 恵子リポーター

「輝け！八中」がカガヤク 7777 号郷土料理を黙食でいただきまーす

コロナ差別をなくそう　橋本さんが手作り
シトラスリボンを桐原小学校に寄贈

　1984 年 5 月の創刊以来、学校の休日以外は１日も休ま
ず発行している八幡中学校の日刊生徒会新聞「輝け！八中
みんなの学校」が、7777 号を迎えました。校内の良い事
も悪い事もみんなで情報を共有することからスタートし現
在 25 人の生徒会執行部全員が 1 人 1 号ずつ紙面制作を
交替で担当。今回は特別号として生徒会長の森陽

は る き

紀さんと
書記の檜山和

にこ

さんの 2 人が編集。２人は「良い学校の伝
統を次の世代につないでいきたい」、「歴史のある新聞の作
成にたずさわれてうれしい」と話していました。

　明治時代に山形県のお寺で貧しい児童に昼食を提供した
のが始まりとされる学校給食にちなんで実施される学校給
食週間の期間中、市内の市立小・中学校などでは、調理員
さん自慢の献立や郷土の豊富な食材を使った料理がふるま
われました。この日、武佐小学校でも１年生の子どもたち
が、近江牛・信長ねぎの牛丼、あげれんこん、うち豆汁に
静かに舌鼓を打っていました。

　感染患者や医療従事者などへのコロナ差別をなくそう
と愛媛から始まったシトラスリボン運動を子どもたちに
取り組んでもらえればと中小森町の橋本順子さんが、黄
色いモールなどで手作りしたリボン 605 個を桐原小学校
にプレゼントしました。贈呈式では、6 年生の大

だいこく

黒莉
り く

空

さんと井上木
こ は る

暖さんの 2 人が全校児童を代表してリボン

を受け取り「リボンをきっかけに差別をなくす運動をもっ

と多くの人に広げたい」などと話していました。

　武佐学区まちづくり協議会がコロナ禍に負けず、地域
で頑張っているお店を応援するイベントを開催し、「イチ
ゴハウス フルーミング」( 野田町 ) で 15 組 30 人の親子
がイチゴ狩りを楽しみました。農園を運営する同町の中
井勝

まさのり

利さんは会社員を経てイチゴ農家に転身し、今季初
めての収穫時期となりました。当日は晴天に恵まれ、子
どもたちは鈴なりになったイチゴに大はしゃぎ。もぎた
てのイチゴをおいしそうに頬張っていました。
　圓

まるやまとしろう

山舜朗ちゃん (1 歳半 ) は、「イチゴ！」と興奮した
様子。お母さんの早紀さんは「息子はイチゴが大好きで、
農園でたくさんなっているのを初めて見て目を輝かせて
いっぱい食べていました」と話していました。

だれもが安心して暮らせるまちへ
　金田小学校 4 年生が 2 月 1 日と 8 日に「高齢になっても安
心して暮らせるまちってどんなまち？」と題して高齢者疑似体
験を行いました。高齢者だけでなくさまざまな人が住む中で、
だれもが安心して暮らせるまちになるようと思いやりを大切
にしていきたいと学習しました。
　子どもたちは、高齢者疑似体験をするためのグッズを身に着
け、普段の生活で行うことに挑戦し、高齢者になるってどんな
ことなのか、気付いたことから自分にできることはどんなこと
かを考えました。終了後、「指が動かすのが難しかった」「こま
かい作業がしずらい」「できることをお手伝いしていきたい」
など元気に感想を発表しました。

　桐原小学校 6 年生 76 人が、「アスパラ先生」こと赤田隆太
さんから公開レッスンを受けました。
　赤田さんは、ダンススタジオなどを経営しており、「趣味を
仕事」にしているそうです。夢を叶えるために必要なことは、
夢について勉強する、夢をやり続ける、そして「考えて行動
する " 考動力 " がめっちゃ大事やで !」とメッセージ。でき
ないと思って、「ムリ」と決めつけず、「難しい」に置き換え
てチャレンジしようと話しました。
　講演の後は、体育館に移動してダンスレッスン。「ナイス！」
とほめ合い 40 分でかっこいいダンスを覚えました。
　赤田さんは、たくさんの夢を持ち続け、夢の選択肢を増や
すこと。夢を追う人を応援しているよ、と中学生になる子ど
もたちにエールを送ってくれました。

6 年生に「夢をかなえる」授業
　子育て支援センター「クレヨン」による「遊びの出前」が
1 月 18 日、市民共生センターで行われました。この「遊び
の出前」は、同センターの先生たちがたくさんのおもちゃを
持って来てくださるというもの。お家にはないおもちゃや広
いスペースでのびのび遊ぶお子さんも、そばにいるお母さん
たちも笑顔に。最後はわらべ歌遊びをして「さようなら～！」。
行く場所が限られている中、「今日は子どもとどうやって過
ごそう？」と考えている親御さんも多いはず。そんな時に地
域でこうした居場所があることは本当にありがたいなぁと感
じました。

　市民目線で、地域の魅力やイベントの
取材情報などを、市広報紙などの広報媒
体にご紹介いただく、令和３年度の市民
広報リポーター〔愛称：赤こんリポータ
ー〕を募集します。応募期間は３月 31
日㈬までです。応募条件など詳しくは市
ホームページをご覧ください。

赤こんリポーター
Facebook ページ

秘書広報課　 (36)5526・ (32)2695
                   12634

申・問

２月５日

１ 月 18 日
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　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 3 年２月 1 日現在 
                      (    ) は前月比

　

こ
の
ほ
ど
、
北
元
町
の
山
や
ま
も
と
あ
き
ら

本
晃
さ

ん
が
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
30
年
代

初
期
に
か
け
、
市
内
に
実
在
し
た
花

街
に
つ
い
て
写
真
や
文
献
な
ど
と
共

に
紹
介
す
る
『
艶あ
で

や
か
さ
を
も
と
め

て　

八
幡
の
花か
が
い街
』
を
自
費
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
の
池
田
町
老

人
会
主
催
の
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
て

い
た
花
街
関
連
の
写
真
を
見
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
15
年
の
歳
月
を
か
け

発
刊
さ
れ
た
労
作
で
す
。

近
江
八
幡
の
花
街
は
、
豊
臣
秀

次
公
が
八
幡
山
城
を
築
き
碁
盤
目
状

の
城
下
町
を
造
成
し
た
際
に
安
土
城

下
で
設
け
ら
れ
た
花
街
を
引
き
継
ぎ
、

八
幡
堀
と
寺じ
な
い
ま
ち

内
町
に
挟
ま
れ
た
西
の

町
外
れ
に
設
け
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
。

池
田
町
界
隈
に
大
小
数
十
軒
の
料
理

茶
屋
が
立
ち
並
び
、
幕
末
に
は
百
人

余
の
芸
妓
や
舞
妓
が
い
て
、
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

天
保
年
間
に
出
さ
れ
た
全
国
の

花
街
の
格
付
け
を
し
た
「
諸
国
遊
所

競
」
で
は
京
都
の
先ぽ

ん
と
ち
ょ
う

斗
町
と
同
格
の

位
置
に
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
天
保
11
年
３
月
に
は
妓
女
に
よ

る
「
練
り
物
」（
仮
装
行
列
）
が
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
古
今
東
西
の
花
街

で
練
り
物
が
行
わ
れ
た
の
は
京
都
の

祇
園
や
島
原
、
大
阪
の
曽
根
崎
新
地

な
ど
日
本
有
数
の
大
都
市
の
数
か
所

で
、
当
時
人
口
７
千
人
余
り
の
小
都

市
で
催
さ
れ
た
こ
と
は
八
幡
商
人
の

財
力
の
賜た

ま
も
の物
と
い
え
ま
す
。
な
か
で

も
八
幡
花
街
随
一
の
料
理
茶
屋

「
大お
お
た
か高
」（
の
ち
の
「
金き
ん
た
か鷹
」）
の
30

人
余
り
の
芸
妓
、
舞
妓
は
す
べ
て
京

都
祇
園
か
ら
雇
い
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
９
４
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
著
書
の

中
で
は
、
都
市
計
画
に
よ
る
道
路
拡

張
工
事
で
昭
和
58
年
に
現
住
所
に
転

居
す
る
以
前
、
江
戸
時
代
か
ら
長
く

池
田
町
の
一
角
に
居
を
構
え
て
い
た

山
本
家
が
、「
大
高
」
か
ら
代
々
預

か
っ
て
き
た
数
多
く
の
写
真
や
掛
け

軸
や
短
冊
、
扁
額
、
屏
風
、
調
度
品
、

楽
器
な
ど
を
解
説
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
貴
重
な
遺
品
を
通
し
て
、
八

幡
の
花
街
は
、
豊
か
な
知
識
と
潤
沢

な
資
金
を
も
っ
た
八
幡
商
人
の
旦
那

15年の歳月をかけ近江八幡の花街の歴史

をまとめた労作を手にする山本晃さん

衆
を
は
じ
め
、
政
治
経
済
の
中
心
地

で
あ
る
京
都
に
も
近
い
こ
と
か
ら
各

地
か
ら
数
多
く
の
著
名
な
文
人
墨
客

や
西に
し
か
わ川

吉き
ち
す
け輔

や
梁や

な
が
わ
せ
い
が
ん

川
星
厳
を
は
じ
め

と
し
た
勤
王
の
志
士
ら
が
集
ま
り
、

酒
宴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
政
治
経
済

文
化
に
つ
い
て
熱
く
お
し
ゃ
べ
り
に

興
じ
て
い
た
格
調
高
い
文
化
サ
ロ
ン

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
湖
東
の
小
都
市
・
近
江
八
幡
に
、

京
都
と
肩
を
並
べ
た
気
品
と
艶あ
で

や
か

さ
を
誇
る
花
街
が
あ
り
、
町
衆
の
教

養
を
押
し
上
げ
、
幕
末
日
本
の
変
革

に
関
与
し
た
多
く
の
人
々
も
出
入
り

し
、
明
治
維
新
の
影
の
舞
台
と
も
い

え
る
情
報
発
信
地
で
あ
っ
た
奥
深
い

歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
山
本
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

著
書
は
、
近
江
八
幡
、
安
土
の
両

図
書
館
に
、
山
本
さ
ん
か
ら
寄
贈
を

受
け
て
い
ま
す
。　

文ぶ
ん
じ
ん
ぼ
っ
か
く

人
墨
客
や
志
士
ら
が
集
う

　
　
　
文
化
サ
ロ
ン
の
役
割

　  

八
幡
の
花か

が

い街
の
史
実
を
一
冊
に

池田町二丁目にあった料理茶屋「大高」（写真撮影

時の大正期の店名は「京春」）（山本さん所蔵）

男衆とともに新年の挨拶まわりをする芸妓

や舞妓（大正初期・山本さん所蔵）

総数　82,315 人     ( ｰ  16)
男　　40,467 人     ( +   7)
女　　41,848 人     ( ｰ  23)
世帯　34,527世帯  ( +11)

※外国人住民 (42カ国・地域／ 1,569 人 ) を含みます。


